
2019年度第1四半期の連結業績についてご説明します。
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受注高については、後ほどP5の品目別で説明しますが、FPD関連で、中国の大型TV用LCD投資が継続し、工場が順次立ち上
がっているものの、商談は前期で一段落していたこと、スマートフォン用OLED投資にも延期の動きがあること等から、前年同期比
大幅に減少し、352億円となりました。

売上高については、大型TV用LCDや半導体メモリ向け売上を中心に前年同期比減少し、468億円となりました。
これは上期計画975億円の48％とほぼ計画通りの進捗となっています。

営業利益については、売上が減少したことにより前年比大幅に減少し、49億円となりました。これは、上期計画85億円の58％の
進捗となっています。
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右の時系列推移をご覧いただくと、2018年の第1四半期の受注高はFPD関連の大型案件の受注が重なり高水準だったこともあり、
今期は前年同期比大幅に減少しています。
期初計画時、
①G10.5など大型TV用LCDの新規ラインの投資商談は一段落し、追加設備等の商談に限定的となること、
②スマートフォン用OLED投資は、前期にフェーズ２の大型受注を獲得した中国企業の次期投資が来年度以降になることを織り込
み、今期OLED受注は大幅低下すること、
これらを見込んで、今期の通期FPD受注高は前年同期の894億円から623億円に大幅に低下すると予想していました。
一方、通期の売上高はP6のとおり、受注残高があり前年同期の868億円から750億円と、減少は限定的と予想していました。

今期に入り
①大型TV用LCDパネル価格がさらに低下し、追加設備等の商談の一部に期ズレが生じたこと、
②スマートフォン用OLED投資も今期受注を見込んでいた計画が先延ばしになったこと、
加えて、18年度第4四半期に貸倒引当金を計上したFPD案件の契約解除に伴い、34億円の受注取消があったことなどから、期
初予想よりも減少しました。
この受注解除を差し引く前の段階のFPD受注高は61億円、連結受注高は386億円となります。

半導体・電子については、半導体ロジックでまとまった受注が入ったこと（半導体・電子の受注130億円の2割弱）、通信デバイス
関連等の受注（130億円の1割台半ば）が貢献し、前年同期の113億円から130億円に増加しました。
コンポーネントは前年同期に光学膜関連でまとまった受注があったことなどで一時的に高い水準だった反動もあり、減少しています。
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FPD売上高は、大型TV用LCD向け売上を中心に前年同期比減少しています。

半導体電子については、前年第3・4四半期の受注が低めだった影響で今期の受注が増加しているにもかかわらず、売上高は減
少しました。

コンポーネントは受注と同様の理由で減少しました。
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売上総利益率は、契約解除に伴う売上取消26億円に伴いほぼ同額の売上総利益が減少したため、売上総利益率は25.8％
に低下しました。

契約解除を除くと売上総利益率は29.6％となります。
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棚卸資産は398億円から435億円に37億円増加し、支払手形・買掛金が407億円から382億円に26億円減少したこともあり、
現金・預金は59億円減少しました。

総資産が2,823億円から2,782億円に減少したこと等により、自己資本比率は53.8％となりました。
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